
氏名 山田正浩

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①
単著､朝鮮時代の「邑

図」に描かれた
郡・県

朝鮮時代に多数作成された地方
誌、「邑誌」付載の地図に当時
の郡・県がいかに記載され、い
かに空間認識されていたか、い
くつかのカテゴリーに分類し
て、その特徴について論じた。

概　　　　　　　要

（学術論文）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

奈良大地理vol.1

京都大学大学院文学研究科修士課程

文学修士

人文地理学、歴史地理学

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

最近は韓国の朝鮮時代に作成された古地図に韓国の地方、あるいは日本がどのように描かれ、
どにように空間認識されていたか、について分析を行っている。

学部では、本年度は世界地誌、農村地理学、地誌学概論、地理学特殊講義、地理学演習、地理
学卒業演習の授業を担当し、３回生10人、４回生１１人を直接指導した。大学院では、人文地
理学演習を担当し、３人を直接指導した。うち２人が修士論文を作成、提出した。

愛知県史自然史部会部会長、愛知県東郷町歴史講座を担当した。

国際交流委員会委員、学生生活委員会委員

日本地理学会、人文地理学会、歴史地理学会、大韓地理学会、韓国文化歴史地理
学会（理事）

日本と韓国における村落社会の歴史地理学的研究、勧告地域研究
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